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　9月30日(火)、町長選挙と町議会議員一般選挙の立候補受付が行われ、

町長選挙は小谷氏以外に立候補の届け出がなかったため、無投票が確

定しました。小谷氏は、10 月6 日(月)に開催された選挙会で当選が確定

しました。任期は平成20 年10 月24 日～平成24 年10 月23 日です。

　「これからみなべ町を頼みます」「一生懸命がん
ばります」。山田前町長とがっちり握手してバトン
を受けました

小
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あ ま の ひとし

天野 　仁 (58) (新)
無所属 ・ 農業

埴田

おか か ず お

岡　 和雄 (63) (再)
無所属 ・ 会社役員

埴田

お が わ たけし

小川　 猛 (62) (再)
無所属 ・ 農業

東本庄

きただに せ い じ

北谷 清治 (55) (再)
無所属 ・ 農業

清川

くすもと せ い じ

楠本 誠二 (58) (新)
無所属 ・ 神職

西本庄

しもむら つとむ

下村　 勤(65) (再)
無所属 ・ 農業

高野

たけもと え い じ

竹本 栄次(58) (再)
無所属 ・ 農業

徳蔵

た な か あきひこ

田中 昭彦 (65) (再)
無所属 ・ 無職

新町

てらもと ふ み お

寺本 文雄 (55) (再)
無所属 ・ 農業

晩稲

な か い し げ お

中井 重雄(62) (新)
日本共産党 ・ 農業

滝

は ら だ さとる

原田　 覚(34) (新)
無所属 ・ 僧侶

山内

みやざき つ ね じ

宮﨑 常二 (70) (再)
無所属 ・ 農業

芝崎

もりさか よしあき

森坂 義明 (60) (新)
無所属 ・ 農業

東岩代

やまなか く に お

山中 邦夫(67) (再)
日本共産党 ・ 政党役員

芝崎

掲載順は、氏名のあいうえお順(右から左へ)です。

※掲載内容は、立候補届出時の資料などから
　転載しています。

掲載内容は、氏名(敬称略)、年齢(10 月24 日現在)、
新・再選の別、所属政党、職業、住所の順です。

◆

◆

1 0 月 5 日(日)、任期満了に伴う町議会議員一般選挙の投開票が行われ、14 人の
新議員が決まりました。(議員定数は今回から2 議席減り、14 議席になりました)
任期は平成20 年10 月 24 日～平成24 年10 月23 日です。

※当日の投票率、各候補者の得票数などは16
　ページに掲載しています。
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地方交付税 33億6,096万9千円(35.1%)

町債 18億4,660万円(19.3%)

町税 14億9,054万9千円(15.6%)

県支出金
 8億7,802万5千円(9.2%)

地方消費税交付金・利子割交付金・地方譲与税・
自動車取得税交付金・地方特例交付金・配当割交付金・
株式等譲渡所得割交付金・交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金・使用料及び手数料
 　　　　2億5,811万2千円(2.7%)

財産収入・寄附金・諸収入
 　　　　1億7,238万円(1.8%)

繰入金 1,829万4千円(0.2%)

消防費
 2億6,433万9千円(2.9%)

前年度繰越金
 3億7,654万6千円(3.9%)

国庫支出金
 8億6,614万4千円(9.1%)

3億219万4千円(3.1%)

議会費
 8,285万3千円(0.9%)

商工費
 1億3,847万1千円(1.5%)

災害復旧費
 6,977万4千円(0.8%)

衛生費
 7億4,606万6千円(8.2%)

土木費
 8億9,534万9千円(9.8%)

総務費
 7億1,416万8千円(7.8%)

町の財政力に応じて国から交付される
お金で、使い道に制限はありません。

町が事業を行うときに計画
的に借り入れるお金です。

75.8%

24.2%

依存財源
自主財源

町民税
5億3,398万 7千円
　(35.8%)

固定資産税
8億80 万 5 千円
　　(53.7%)

軽自動車税
4,040 万 2 千円
　　(2.7%)

市町村たばこ税
8,327万 3千円(5.6%)

入湯税
3,208 万 2千円(2.2%)

農林水産業費
 19億1,437万1千円(21.0%)

公債費
 15億8,761万4千円(17.4%)

民生費
 13億9,086万2千円(15.2%)

教育費
 13億1,981万4千円(14.5%)

　第3回議会定例会(9月議会)で、「平成19年度まちの家計簿総決算」であ

る各会計の歳入歳出決算が認定されました。決算のあらましについて、普通

会計を中心にお知らせします。

　普通会計とは、各市町村の財政状況を比較するとき、一般会計だけの
比較では不均等であることから、統一的な基準で比較できるようにした
会計区分です。みなべ町の普通会計は、一般会計と住宅新築資金等貸付
事業特別会計と鶴の湯特別会計で構成されています。

年度
歳 　 　 入 歳 　 　 出

決　算　額 増減率 決　算　額 増減率

18
19
96億7,867万6千円
95億6,981万3千円

－
▲1.1％

93億 213 万円
91億2,368万1千円

－
▲1.9％

実 質 収 支 額

決　算　額 増減率

3億5,664万2千円
4億2,609万2千円

－
19.5％

年度
消費的経費 投資的経費

決　算　額 増減率 決　算　額 増減率

18
19
36億8,442万4千円
37億4,383万3千円

－
1.6％

26億9,725万4千円
30億4,543万1千円

－
12.9％

その他の経費

決　算　額 増減率

29億2,045万2千円
23億3,441万7千円

－
▲20.1％

　
普
通
会
計
の
歳
入
は
95
億
６
９
８
１
万

３
千
円
、
歳
出
は
91
億
２
３
６
８
万
１
千

円
で
、
内
訳
は
左
ペ
ー
ジ
の
通
り
で
す
。

　
前
年
度
よ
り
、
歳
入
は
１
・
１
％
、
歳

出
は
１
・
９
％
、
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
ま
し

た
が
、
実
質
収
支
額(
黒
字)

は
19
・
５
％

増
加
し
ま
し
た
。

　　
歳
入
の
増
収
は
、
町
税
が
固
定
資
産
税

増
な
ど
に
よ
り
４
６
１
４
万
９
千
円
増
、

国
・
県
補
助
金
が
南
部
小
学
校
建
設
分
な

ど
３
億
６
９
７
６
万
１
千
円
増
、
町
債
が

２
９
７
０
万
円
増
な
ど
で
す
。
減
収
は
、

地
方
譲
与
税
が
税
源
移
譲
な
ど
に
よ
り
９

１
７
５
万
１
千
円
減
、
地
方
交
付
税
が
１

億
２
３
２
２
万
円
減
、
前
年
度
繰
越
金
２

億
４
８
４
４
万
８
千
円
な
ど
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
歳
入
総
額
は
１
億
８
８
６

万
３
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

一 般

住宅新築資金
等貸付事業

鶴 の 湯

合 計

94億8,165万3千円

3,447万1千円

5,368万9千円

95億6,981万3千円

90億3,472万5千円

2,039万5千円

6,856万1千円

91億2,368万1千円

4億4,692万8千円

1,407万6千円

▲1,487万2千円

4億4,613万2千円

2,004万円

0千円

0千円

2,004万円

4億2,688万8千円

1,407万6千円

4億2,609万2千円

歳 入 歳 出 差 引 翌年度へ繰越
す べ き 財 源 実質収支額会 計 名

会計間の重複を調整するために、一般会計の歳出は、鶴の湯会計への繰出金1,528万1千円を差し引いた
額です。反対に、鶴の湯会計の歳入は、一般会計からの繰入金1,528万1千円を差し引いた額です。

▲1,487万2千円

※

　同和地区新築資金などの貸
付のための会計。現在、歳入は
貸し付けた方からの返済金、
歳出は起債償還金です。(町は
貸付のための費用を県などか
ら借りていました)

　鶴の湯温泉(熊瀬川)の運営
のための会計。主な歳入は、施
設使用料や一般会計からの繰
入金などです。

　町民の生活に関わりの深い
福祉、教育など幅広い範囲の
事業を行なうための会計です。

　
歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、
扶
助
費
が

児
童
手
当
・
乳
幼
児
医
療
の
対
象
拡
充
な

ど
で
４
０
３
８
万
３
千
円
増
、
普
通
建
設

事
業
費
が
４
億
８
４
９
５
万
４
千
円
増
、

他
会
計
へ
の
繰
出
金
が
２
２
０
２
万
６
千

円
増
、
公
債
費(

町
債
の
返
済)

が
３
億
７

２
９
９
万
１
千
円
減
な
ど
で
、
そ
の
結

果
、
歳
出
総
額
は
１
億
７
８
４
４
万
９
千

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

町民１人当たりにすると654,928円
歳入総額を、平成20年3月31日現
在の住民基本台帳人口 14,612人で
割りました

町民１人当たりにすると624,396円
歳出総額を、平成20年3月31日現在の住
民基本台帳人口 14,612人で割りました
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国民健康保険事業特別会計
　社会保険に加入していない自営業の方
などに医療費を給付する会計。主な歳入
は、国民健康保険税、国・県支出金、一般
会計からの繰入金など。
○歳入21億6,114万3千円　●歳出18億5,771万7千円
　　　　　　　　→ 差引(黒字)3億342 万 6千円

老人保健特別会計
　高齢者の医療費をまかなうための会計。主な歳入は、
社会保険などからの交付金、国・県支出金、一般会計
からの繰入金など。
○歳入12億6,131万1千円　
●歳出12億8,978万9千円
　　→ 差引(赤字)2,847万8千円
　　　　(この不足額は平成20年度から繰上充当されました)

介護保険特別会計
　高齢者への介護サービス・支援サービスにかかる経
費をまかなうための会計。主な歳入は、介護保険料、国・
県支出金、社会保険などからの交付金、一般会計から
の繰入金など。
○歳入9億7,815万円　●歳出9億3,861万円
　　　→ 差引(黒字)3,954万円

農業集落排水事業特別会計
　生活環境を向上し水環境をきれいにするために、８
か所の農集浄化センターや管路などを維持管理する会
計。主な歳入は、農集排使用料、国・県支出金、一般会
計からの繰入金など。
○歳入2億5,939万7千円　●歳出2億5,648万2千円
　　→ 差引(黒字)291万5千円

公共下水道事業特別会計
　生活環境を向上し水環境をきれい
にするために、下水道施設を整備し
たり、維持管理したりする会計。主
な歳入は、受益者負担金、下水道使
用料、国・県支出金、一般会計からの繰入金、町債など。
○歳入6億4,307万4千円　●歳出6億3,946万3千円
　　　→ 差引(黒字)361万1千円

簡易水道事業特別会計
　旧村地域に安全な飲み水を安定して供給
するための会計。主な歳入は、水道料金、一
般会計からの繰入金など。

○歳入2億1,825万7千円　●歳出2億1,335万7千円
　　　　　　　　→ 差引(黒字)490 万円

水道事業会計(収益的収入・支出)
　旧町地域に安全な飲み水を安定して供給する
ための会計。収入の大半は水道料金。

水道事業会計(資本的収入・支出)
　旧町地域の公共下水道工事に伴い水道管の布設替え工事費な
どに使用。収入は公共下水道事業特別会計からの補償費など。
○収入4,570万6千円　●支出1億2,741万2千円
　→ 差引(赤字)8,170万6千円
　　　(この不足額はこれまでの留保資金などで補填されました)

○収入1億6,276万1千円　
●支出1億1,678万7千円
　→ 差引(黒字)4,597万4千円

特別会計と企業会計は独自の収入があるため独立した会計で事業を行っています。しかし、住宅新築
資金等貸付事業と水道事業を除く、７特別会計は独自の収入だけではまかなえないため、一般会計か
ら繰り入れています（一般会計から援助しています）。

※

　　
財
政
指
標
は
、
そ
の
地
方
公
共
団
体
の

財
政
運
営
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か

を
見
る
た
め
に
国
が
定
め
た
数
字
で
、
普

通
会
計
を
基
に
算
出
さ
れ
ま
す
。

　
表
１
は
、
経
常
収
支
比
率
・
実
質
公
債

費
比
率
・
町
債
残
高
・
基
金
残
高
の
平
成

年度 経常収支比率 実質公債費比率 町 債 残 高

18
19

92.8％
94.2％

22.1％
21.5％

146億2,595万6千円
151億3,965万8千円

基 金 残 高

26億7,430万9千円
26億6,965万1千円

※

経常収支比率→　町税や地方交付税など経常的に入ってくる一般財源が、人件費
　や扶助費、公債費などの経常的経費に充てられた割合を表す指標
実質公債費比率→　一般財源を、普通会計の公債費や、特別会計・企業会計への
　繰出金のうちの公債費相当分と一部事務組合への負担金のうちの公債費相当分
　などの支出に充てた割合を表す指標
町債→　町の借金  　※基金→　町の貯金

※

※

項 目 町の比率

実質赤字比率

実質赤字比率→　標準財政規模に対して、普通会計の実質赤字
　の割合を表す指標
連結実質赤字比率→　標準財政規模に対して、町のすべての会
　計の実質赤字の割合を表す指標
将来負担比率→　標準財政規模に対して、将来一般会計などで
　負担することが見込まれる金額の割合を表す指標

－

早期健全化基準

350.0

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率 207.9

－

21.5 25.0

15.00

20.00

財政再生基準

35.0

20.00

40.00

標準財政規模→　その市町村のその年度に入ると推測される
　一般財源を全国統一のルールで計算した額
　　〔標準財政規模＝標準税収入額等＋普通交付税など〕
　みなべ町の平成19年度標準財政規模は49億1,827万2千円
( )
※

※

※

18
年
度
と
19
年
度
の
比
較
で
す
。

　
経
常
収
支
比
率
は
１
・
４
％
増
え
、
経

常
的
に
入
っ
て
く
る
一
般
財
源
の
余
裕
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
反
対
に
実
質
公
債

費
比
率
は
０
・
６
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
町
債
残
高
は
、
借
入
が
南
部
小
学
校
建

築
な
ど
の
た
め
に
18
億
４
６
６
０
万
円
、

返
済(

元
金)

が
13
億
３
２
８
９
万
８
千
円

で
、
差
し
引
き
５
億
１
３
７
０
万
２
千
円

増
加
し
ま
し
た
。
な
お
、
町
債
残
高
は
町

民
１
人
あ
た
り
に
す
る
と
１
０
３
万
６
千

円
に
な
り
ま
す
。

　
基
金
残
高
は
４
６
５
万
８
千
円
減
少
し

ま
し
た
。
基
金
残
高
は
町
民
１
人
あ
た
り

に
す
る
と
18
万
３
千
円
に
な
り
ま
す
。

　
表
２
は
、
平
成
19
年
度
決
算
か
ら
公
表

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
、
４
つ
の
健
全
化
判

断
比
率(

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤

字
比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
・
将
来
負
担

比
率)

で
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
に
は
早
期
健
全
化
基

準
と
財
政
再
生
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
早
期
健
全
化
基
準
を
１
つ
で
も
上
回

　町には、一般会計と共に普通会計を構成する住宅
新築資金等貸付事業、鶴の湯の２つの特別会計のほ
かに、６つの特別会計と１つの企業会計があります。
それらの平成19年度決算は下記の通りです。

る
と
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
、
平
成
20
年

度
決
算
か
ら
財
政
健
全
化
計
画
策
定

が
義
務
づ
け
ら
れ
、
自
主
的
な
改
善

努
力
に
よ
る
財
政
健
全
化
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
更
に
財

政
再
生
基
準
を
上
回
る
と
レ
ッ
ド

カ
ー
ド
、
夕
張
市
と
同
じ
く
財
政
再

建
団
体
と
な
り
ま
す
。

　
町
は
、
普
通
会
計
や
特
別
会
計
な

ど
に
赤
字
が
な
い
た
め
実
質
赤
字
比

率
と
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
該
当
し

ま
せ
ん
。
実
質
公
債
費
比
率
と
将
来

負
担
比
率
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
下
回
っ
た
も
の
の
、
実
質
公

債
費
比
率
と
将
来
負
担
比
率
は
県
内

で
も
上
位
の
高
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
比
率
が
高
い
の
は
「
町
債
の

返
済
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
町

の
場
合
は
、
町
債
を
有
効
に
利
用
し
て
町

民
の
生
活
に
直
結
す
る
事
業
を
積
極
的
に

行
っ
て
き
て
お
り
、
現
在
も
行
っ
て
い
る

か
ら
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
比
率
は
一

つ
の
目
安
で
あ
り
、「
高
い
か
ら
財
政
が

す
ご
く
悪
い
」
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
額

(

赤
字)

の
割
合
を
示
す
資
金
不
足
比
率
も

公
表
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
町
の

公
営
企
業
会
計
は
い
ず
れ
も
資
金
不
足
額

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
該
当
し
ま
せ
ん
。

〔
町
の
公
営
企
業
会
計
に
相
当
す
る
の
は
、

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
、
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
、
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
で
す
〕

　
町
が
平
成
19
年
３
月
に
独
自
に
策
定
し

た
財
政
健
全
化
計
画(

集
中
改
革
プ
ラ
ン)

で
は
、
平
成
19
年
度
普
通
会
計
決
算
の
実

質
収
支
額
を
４
８
０
０
万
円
と
見
込
ん
で

い
ま
し
た
が
、
現
状
は
４
億
２
６
０
９
万

２
千
円
と
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

　
ま
た
同
様
に
、
平
成
20
年
度
普
通
会
計

決
算
の
実
質
収
支
額
は
２
億
１
３
０
０
万

円
の
赤
字
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
し
た

が
、
現
状
の
ま
ま
推
移
す
る
と
黒
字
に
転

換
で
き
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

(単位：％)

　
合
併
し
て
丸
４
年
が
経
過
し
、
物
心
と

も
に
着
々
と
合
併
効
果
が
あ
が
っ
て
い
ま

す
が
、
経
費
面
で
最
も
減
少
し
て
い
る
の

は
人
件
費
で
す
。

　
平
成
19
年
度
普
通
会
計
決
算
の
人
件
費

12
億
２
８
０
０
万
円
は
、
合
併
前
の
平
成

15
年
度
決
算
の
旧
町
村
合
計
13
億
６
８
０

０
万
円
と
比
べ
る
と
、
１
億
４
０
０
０
万

円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
件
費
の
大
部
分
を
占
め
る
の
は
町
職

員
の
給
与
で
す
が
、
職
員
数(

教
育
長
除

く)

は
、
平
成
15
年
度
の
１
８
４
人
か
ら

平
成
19
年
度
は
１
６
８
人
と
18
人
減
員
し

て
い
ま
す
。(

※
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在

の
職
員
数
は
１
６
２
人)

　

　
職
員
の
減
員
は
今
後
も
事
務
の
効
率
化

を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た

減
員
を
進
め
る
過
程
で
、
町
の
定
員
管
理

計
画
で
各
課
の
職
員
を
１
つ
の
庁
舎
へ
集

合
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
平
成
23
年
４
月

を
目
標
に
、
地
域
住
民
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
庁
舎
の
統
合
を
進
め
て
い
く
計
画
で

す
。
な
お
、
庁
舎
の
統
合
に
よ
り
、
物
件

費
は
年
間
約
６
６
４
万
円
削
減
さ
れ
る
見

通
し
で
す
。
　

　

町
は
、行
政
の
効
率
化
と
経
費
節
減
を

さ
ら
に
進
め
る
た
め
に
、行
政
改
革
第

１
次
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
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　「
行
政
の
効
率
化
と
経
費
削
減

を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に
」。

　
町
は
町
行
政
改
革
大
綱
に
基

づ
い
て
、
行
政
改
革
第
１
次
実

施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
期
間
は
、
平
成
18
年
度

作
成
の
「
職
員
定
員
管
理
計
画
」

と
「
財
政
健
全
化
計
画(

集
中
改

革
プ
ラ
ン)

」
の
数
値
目
標
な
ど

と
調
整
す
る
た
め
、
平
成
19
年

度
か
ら
23
年
度
の
５
年
間
と
し

て
い
ま
す
。

　
計
画
は
次
の
７
分
類
か
ら
な

り
、
５
年
間
の
取
り
組
み
内
容

や
数
値
目
標
額(

下
表)

を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　
計
画
で
は
、
最
終
年
次
の
23

年
度
に
お
け
る
削
減
目
標
額
を
、

平
成
18
年
度
普
通
会
計
決
算
の

性
質
別
歳
出
額(

人
件
費
・
物
件

費
・
公
債
費)

と
比
較
し
て
、
総

額
２
億
８
１
０
０
万
８
千
円
減

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

①事務事業の見直し

②組織・機構の見直し

③定員管理と、給与の
　適正化の推進
④人材育成の推進と
　人材確保
⑤行政の情報化と行政

⑥公共施設の設置と
　管理運営

⑦公債負担の健全化

▲650万円

0 千円

627万円

0 千円

0 千円

0 千円

▲1,018万4千円

▲1,041万4千円

平成19年度

▲1,194万円

0 千円

▲962万4千円

0 千円

0 千円

0 千円

▲683万1千円

▲2,839万5千円

平成20年度

▲1,613万5千円

0 千円

0 千円

0 千円

0 千円

▲4,931万4千円

平成21年度

▲1,599万5千円

0 千円

0 千円

0 千円

0 千円

▲859万8千円

▲5,708万5千円

平成22年度

0 千円

▲544万2千円

平成23年度

サービスの向上

0 千円

0 千円

0 千円

▲4,032万3千円

▲2億8,100万8千円

19 年度～23 年度合計

▲2,391万1千円

▲664万3千円

▲6,724万円

▲1億3,580万円

▲1億6,680万2千円

①～⑦の合計

▲3,249万2千円

▲664万3千円

▲1,667万円

▲1億  704万5千円

0 千円

0 千円

①
事
務
事
業
の
見
直
し

　
　
　
　
　
　
　
　 (

物
件
費)

▽
物
品
購
入
費
、
郵
便
料
、
光
熱

水
費
な
ど
の
削
減
、
▽
委
託
業
務

費
の
削
減
、
▽
遊
休
町
有
地
の
売

却
や
有
料
貸
付
、
▽
水
道
料
金
や

下
水
道
使
用
料
の
統
一
、
▽
町
単

独
補
助
金
の
見
直
し
、
▽
社
会
福

祉
、
社
会
保
障
費
の
見
直
し
、
▽

健
診
受
診
料
の
一
部
自
己
負
担
、

▽
町
税
な
ど
の
収
納
率
ア
ッ
プ

と
滞
納
金
回
収
の
徹
底
、
▽
事
務

事
業
評
価
制
度
の
導
入
、
な
ど

②
組
織
・
機
構
の
見
直
し

▽
分
庁
舎
方
式
の
解
消(

第
２
庁

舎
の
第
１
庁
舎
へ
の
早
期
統
合)

、

▽
業
務
の
効
率
化
、
▽
各
種
審
議

会
な
ど
へ
の
女
性
の
参
画
推
進

③
定
員
管
理
と
、
給
与
の

適
正
化
の
推
進(

人
件
費)

▽
定
員
管
理
計
画
に
よ
る
職
員

の
削
減
〔
※
計
画
で
は
平
成
22
年

４
月
１
日
現
在
の
職
員
数
の
数

値
目
標(

教
育
長
含
む)

は
１
６

２
人
〕、
▽
早
期
退
職
制
度
の
導

入
、
▽
職
員
手
当
な
ど
の
見
直

し
、
▽
時
間
外
勤
務
手
当
の
削
減

④
人
材
育
成
の
推
進
と
人

材
確
保

▽
職
員
研
修
の
充
実
、
▽
職
員

相
互
の
情
報
共
有
と
課
題
認
識

⑤
行
政
の
情
報
化
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

▽
町
政
情
報
の
提
供
充
実

⑥
公
共
施
設
の
設
置
と
管

理
運
営

▽
各
施
設
の
指
定
管
理
者
導
入

の
推
進
、
▽
中
学
校
の
統
合
、
農

業
集
落
排
水
と
公
共
下
水
道
の

処
理
施
設
統
合

⑦
公
債
負
担
の
健
全
化

　
　
　
　
　
　
　
　 (

公
債
費)

▽
計
画
的
な
町
債
借
上
、
繰
上

償
還
に
よ
る
利
子
分
節
減

1. 各年度の数値目標額は、平成18 年度決算額と比較して、節減が可能と見込まれた金額です。但し、⑦公債負担の
　健全化の数値目標のみ各年度の節減額です。また、平成19 年度分はいずれも確定した額です。
2. 節減は見込まれるが、その額を予測できない項目は数値目標額を０千円(未定)としています。
3. 数値目標額は、計画の進行に伴って、実績や新たな目標設定を基に見直していきます。

年度分類

(▲は減)

▲926万8千円

　
行
政
改
革
第
１
次
実
施
計
画
の

く
わ
し
く
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、平
成
20
年
度
分
か
ら
、計

画
年
次
経
過
ご
と
に
達
成
状
況
を

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　
行
政
改
革
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
総
務
課
企
画
係(

℡
72-

２
０
１
５)

へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
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町
は
、
す
べ
て
の
人
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
地
域

福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
期
間
は
平
成
20
年
度
〜

25
年
度
の
５
年
間
で
、
必
要
に
応

じ
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◆
基
本
理
念
　
み
ん
な
で
つ
く

る 

み
ん
な
の
し
あ
わ
せ

◆
基
本
目
標
　
◇
一
人
ひ
と
り

の
個
性
や
人
間
性
を
大
切
に
し

ま
す
。
　
◇
一
人
ひ
と
り
が
互
い

に
思
い
や
り
、
地
域
の
き
ず
な
を

大
切
に
し
ま
す
。
　
◇
安
全
で
安

心
で
き
る
暮
ら
し
を
大
切
に
し

ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
理
念
と
目
標
を
基

に
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
考

え
、
共
に
行
動
し
な
が
ら
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
計
画
は
、
行
政
が
主
と
な
っ
て

取
り
組
む
「
全
域
計
画
」
と
、
地

域
で
取
り
組
む
「
地
区
別
計
画
」

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
域
計
画
は
、
基
本
目
標
を
推

進
す
る
た
め
の
９
つ
の
目
標
と
、

目
標
実
現
の
た
め
の
取
り
組
み

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

◆
９
つ
の
推
進
目
標
　
(1)
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
の
質
量
を
確
保
し
、

自
立
を
支
援
し
よ
う
。 

(2)
必
要
な

人
に
、
必
要
な
情
報
の
提
供
を
図

ろ
う
。 

(3)
権
利
の
擁
護
と
、相
談

や
苦
情
へ
の
適
切
な
対
応
を
図

ろ
う
。 

(4)
隣
近
所
か
ら
始
ま
る
支

え
合
い
の
輪
を
広
げ
よ
う
。 

(5)
高

齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
理
解
を

深
め
よ
う
。 

(6)
地
域
を
支
え
、人

を
支
え
る
活
動
の
担
い
手
を
育

て
よ
う
。 

(7)
人
を
見
守
る
た
め
の

仕
組
み
を
つ
く
ろ
う
。 

(8)
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

よ
う
。 

(9)
健
康
づ
く
り
と
予
防
対

策
を
進
め
よ
う
。

　
地
区
別
計
画
は
、
町
内
を
南

部
、
岩
代
、
上
南
部
、
高
城
、
清

川
の
５
地
区
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

①
地
区
の
概
況
、
②
地
区
の
主
な

意
見
、
③
地
区
で
考
え
た
地
区
の

取
り
組
み(
既
実
施
も
含
む)

、

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

●
南
部
地
区

① 

医
療
機
関
や
商
店
が
多
く
、

生
活
の
利
便
性
は
高
い
。
一
人
暮

ら
し
や
夫
婦
だ
け
の
高
齢
者
世

帯
の
割
合
が
高
い
。

② 

子
育
て
支
援
必
要
。
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
支
援
を
ど
う
す

る
か
。
精
神
障
が
い
者
を
支
え
る

地
域
づ
く
り
必
要
。
近
所
づ
き
あ

い
が
希
薄
化
。
津
波
が
心
配
。

③ 

区
民
セ
ン
タ
ー
の
有
効
利
用
。

声
か
け
運
動
の
推
進
。
自
主
防
災

の
取
り
組
み
強
化
。
ふ
れ
あ
い
の

場
づ
く
り
を
実
施
。
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
支
援
の
検
討

●
岩
代
地
区

① 

商
店
は
少
な
く
医
療
機
関
は

な
い
。
３
世
代
同
居
率
が
高
い
。

② 

認
知
症
の
高
齢
者
が
過
ご
す

場
が
ほ
し
い
。
集
落
内
の
道
が
狭

い
。
若
者
が
働
く
場
が
少
な
い
。

③ 

見
守
り
や
声
か
け
運
動
の
推

進
。
地
区
内
の
見
回
り
活
動
推

進
。
河
川
の
美
化
実
施
。

●
上
南
部
地
区

① 

商
店
、
医
療
機
関
は
多
く
な

い
が
、
南
部
地
区
に
隣
接
し
て
お

り
生
活
の
利
便
性
は
比
較
的
高

い
。
３
世
代
同
居
率
が
高
い
。

② 

結
婚
し
な
い
人
が
増
加
。
子

育
て
に
お
金
が
か
か
り
過
ぎ
。
元

気
高
齢
者
に
活
躍
の
場
を
。
障
が

い
者
の
働
く
場
の
確
保
。
集
会
所

の
有
効
活
用
を
。

③ 

公
園
や
河
川
の
美
化
推
進
。

声
か
け
運
動
推
進
。
子
ど
も
が
安

心
し
て
遊
べ
る
場
づ
く
り
。
い
つ

で
も
誰
で
も
気
軽
に
集
ま
れ
る

場
づ
く
り
。
保
護
者
同
伴
の
集
団

下
校
実
施
。
区
民
同
士
の
救
援
体

制
づ
く
り
推
進

●
高
城
地
区

① 

老
人
ホ
ー
ム
が
あ
る
こ
と
か

ら
高
齢
化
率
が
一
番
高
い
。

② 

若
者
が
定
着
で
き
る
職
場
づ

く
り
必
要
。
子
ど
も
の
遊
び
場
少

な
い
。
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
が
多

く
な
っ
た
。
地
域
ぐ
る
み
で
美
化

運
動

③ 

毎
年
、区
民
運
動
会
実
施
。道

路
や
河
川
の
美
化
運
動
実
施
。
声

か
け
運
動
実
施
。
子
ど
も
会
や
敬

老
会
、
区
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
。

●
清
川
地
区

① 

通
勤
時
間
の
関
係
か
ら
地
区

外
に
住
居
を
構
え
る
人
が
多
く
、

高
齢
者
世
帯
割
合
は
高
い
。

② 

通
学
路
の
防
犯
対
策
必
要
。

働
く
場
の
確
保
。
字
毎
に
高
齢
者

な
ど
が
集
ま
れ
る
場
を
。
救
急
車

が
来
る
の
が
遅
い
、
急
病
人
の
対

策
必
要

③ 

国
道
４
２
４
号
・
木
ノ
川
工

区
の
早
期
完
成
を
目
指
す
。
連
帯

感
を
高
め
る
運
動
を
展
開
。
声
か

け
運
動
実
施
。
相
互
扶
助
精
神
の

醸
成
。
区
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
、
敬
老
会
を
実
施
。

　
　
地
域
福
祉
計
画
の
く
わ
し
く

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
計
画
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、保
健
福
祉
課(

℡
72-

２
５
４

４)

へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

〔左が地域福祉計画本編(32ページ)。右は別冊資料集(54ページ)〕



9

　
町
は
、
す
べ
て
の
人
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
地
域

福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
期
間
は
平
成
20
年
度
〜

25
年
度
の
５
年
間
で
、
必
要
に
応

じ
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◆
基
本
理
念
　
み
ん
な
で
つ
く

る 

み
ん
な
の
し
あ
わ
せ

◆
基
本
目
標
　
◇
一
人
ひ
と
り

の
個
性
や
人
間
性
を
大
切
に
し

ま
す
。
　
◇
一
人
ひ
と
り
が
互
い

に
思
い
や
り
、
地
域
の
き
ず
な
を

大
切
に
し
ま
す
。
　
◇
安
全
で
安

心
で
き
る
暮
ら
し
を
大
切
に
し

ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
理
念
と
目
標
を
基

に
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
考

え
、
共
に
行
動
し
な
が
ら
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
計
画
は
、
行
政
が
主
と
な
っ
て

取
り
組
む
「
全
域
計
画
」
と
、
地

域
で
取
り
組
む
「
地
区
別
計
画
」

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
域
計
画
は
、
基
本
目
標
を
推

進
す
る
た
め
の
９
つ
の
目
標
と
、

目
標
実
現
の
た
め
の
取
り
組
み

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

◆
９
つ
の
推
進
目
標
　
(1)
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
の
質
量
を
確
保
し
、

自
立
を
支
援
し
よ
う
。 

(2)
必
要
な

人
に
、
必
要
な
情
報
の
提
供
を
図

ろ
う
。 

(3)
権
利
の
擁
護
と
、相
談

や
苦
情
へ
の
適
切
な
対
応
を
図

ろ
う
。 

(4)
隣
近
所
か
ら
始
ま
る
支

え
合
い
の
輪
を
広
げ
よ
う
。 

(5)
高

齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
理
解
を

深
め
よ
う
。 

(6)
地
域
を
支
え
、人

を
支
え
る
活
動
の
担
い
手
を
育

て
よ
う
。 

(7)
人
を
見
守
る
た
め
の

仕
組
み
を
つ
く
ろ
う
。 

(8)
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

よ
う
。 

(9)
健
康
づ
く
り
と
予
防
対

策
を
進
め
よ
う
。

　
地
区
別
計
画
は
、
町
内
を
南

部
、
岩
代
、
上
南
部
、
高
城
、
清

川
の
５
地
区
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

①
地
区
の
概
況
、
②
地
区
の
主
な

意
見
、
③
地
区
で
考
え
た
地
区
の

取
り
組
み(
既
実
施
も
含
む)

、

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

●
南
部
地
区

① 

医
療
機
関
や
商
店
が
多
く
、

生
活
の
利
便
性
は
高
い
。
一
人
暮

ら
し
や
夫
婦
だ
け
の
高
齢
者
世

帯
の
割
合
が
高
い
。

② 

子
育
て
支
援
必
要
。
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
支
援
を
ど
う
す

る
か
。
精
神
障
が
い
者
を
支
え
る

地
域
づ
く
り
必
要
。
近
所
づ
き
あ

い
が
希
薄
化
。
津
波
が
心
配
。

③ 

区
民
セ
ン
タ
ー
の
有
効
利
用
。

声
か
け
運
動
の
推
進
。
自
主
防
災

の
取
り
組
み
強
化
。
ふ
れ
あ
い
の

場
づ
く
り
を
実
施
。
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
支
援
の
検
討

●
岩
代
地
区

① 

商
店
は
少
な
く
医
療
機
関
は

な
い
。
３
世
代
同
居
率
が
高
い
。

② 

認
知
症
の
高
齢
者
が
過
ご
す

場
が
ほ
し
い
。
集
落
内
の
道
が
狭

い
。
若
者
が
働
く
場
が
少
な
い
。

③ 

見
守
り
や
声
か
け
運
動
の
推

進
。
地
区
内
の
見
回
り
活
動
推

進
。
河
川
の
美
化
実
施
。

●
上
南
部
地
区

① 

商
店
、
医
療
機
関
は
多
く
な

い
が
、
南
部
地
区
に
隣
接
し
て
お

り
生
活
の
利
便
性
は
比
較
的
高

い
。
３
世
代
同
居
率
が
高
い
。

② 

結
婚
し
な
い
人
が
増
加
。
子

育
て
に
お
金
が
か
か
り
過
ぎ
。
元

気
高
齢
者
に
活
躍
の
場
を
。
障
が

い
者
の
働
く
場
の
確
保
。
集
会
所

の
有
効
活
用
を
。

③ 

公
園
や
河
川
の
美
化
推
進
。

声
か
け
運
動
推
進
。
子
ど
も
が
安

心
し
て
遊
べ
る
場
づ
く
り
。
い
つ

で
も
誰
で
も
気
軽
に
集
ま
れ
る

場
づ
く
り
。
保
護
者
同
伴
の
集
団

下
校
実
施
。
区
民
同
士
の
救
援
体

制
づ
く
り
推
進

●
高
城
地
区

① 

老
人
ホ
ー
ム
が
あ
る
こ
と
か

ら
高
齢
化
率
が
一
番
高
い
。

② 

若
者
が
定
着
で
き
る
職
場
づ

く
り
必
要
。
子
ど
も
の
遊
び
場
少

な
い
。
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
が
多

く
な
っ
た
。
地
域
ぐ
る
み
で
美
化

運
動

③ 

毎
年
、区
民
運
動
会
実
施
。道

路
や
河
川
の
美
化
運
動
実
施
。
声

か
け
運
動
実
施
。
子
ど
も
会
や
敬

老
会
、
区
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
。

●
清
川
地
区

① 

通
勤
時
間
の
関
係
か
ら
地
区

外
に
住
居
を
構
え
る
人
が
多
く
、

高
齢
者
世
帯
割
合
は
高
い
。

② 

通
学
路
の
防
犯
対
策
必
要
。

働
く
場
の
確
保
。
字
毎
に
高
齢
者

な
ど
が
集
ま
れ
る
場
を
。
救
急
車

が
来
る
の
が
遅
い
、
急
病
人
の
対

策
必
要

③ 

国
道
４
２
４
号
・
木
ノ
川
工

区
の
早
期
完
成
を
目
指
す
。
連
帯

感
を
高
め
る
運
動
を
展
開
。
声
か

け
運
動
実
施
。
相
互
扶
助
精
神
の

醸
成
。
区
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
、
敬
老
会
を
実
施
。

　
　
地
域
福
祉
計
画
の
く
わ
し
く

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
計
画
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、保
健
福
祉
課(

℡
72-

２
５
４

４)

へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

〔左が地域福祉計画本編(32ページ)。右は別冊資料集(54ページ)〕
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　9 月20 日(土)、21 日(日)、第15 回発明発見創意くふう
展＆第14 回未来の科学の夢絵画展が生涯学習センター
(谷口)で行われ、大勢の方が来場してそれぞれの作品
に見入っていました(出品数はくふう展136 点、絵画展
1 5 点)。くふう展、絵画展の入賞作品を紹介します。

奨励賞「季節ごとに楽しい公園」
中家知美さん(清川小6 年)

商工会長賞「排気ガスをたべる鳥」
田中随典くん(南部小4 年)

教育
委員長賞

汐﨑啓子さん(岩代小6 年)

「二酸化炭素を２倍すって
酸素を２倍作り出す木」

教
育
長
賞「
大
気
清
じ
ょ
う
き
」

畑
中
彰
太
く
ん(

高
城
小
４
年)

町
長
賞「
地
球
環
境
Ｏ
Ｋ
ロ
ボ
」

九
鬼
法
子
さ
ん(

南
部
中
２
年)

議会
議長賞

下村健大くん(清川小2 年)

「うめをほすのを手伝って
くれるロボット」

露詰茉悠さん
 (清川小5年)

露詰さんのお話

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

町
長
賞
「
登
る
生
き
物
た
ち
」

勇
惣
愛
実
さ
ん(

上
南
部
小
１
年)

鎌塚正太くん
 (上南部小5年)

鎌塚くんのお話

議会議長賞「貝がらののれん」
舩山さくらさん(高城小3年)

教
育
委
員
長
賞

　「
ひ
も
を
つ
か
っ
た
絵
本
」

土
井
亜
沙
人
く
ん(

高
城
小
３
年)

教育長賞「かばん」
前田菜々美さん(高城中2年)

商工会長賞
 「海の中の水ぞくかん」

大畑加奈さん
　(高城小2 年) 奨励賞「ひこうき」

坂本隆飛くん(上南部小1年)

奨励賞「魚つり」
岡本千鶴さん(上南部中2年)

奨励賞「ことわざカルタ」
中川陽香さん(上南部中2年)

デ
ザ
イ
ン
賞
「
ふ
う
り
ん
」

田
中
晃
子
さ
ん(

南
部
小
６
年)

努力賞
「牛にゅうパックいす」

東　純弥くん
 (上南部小3年)

デ
ザ
イ
ン
賞

 

「
ス
テ
ィ
ッ
チ
の
友
達
」

山本実夢さん
(上南部中1 年)

くふう賞
 「かさを利用したエコバック」

丸山　純さん(上南部小4年)

努力賞「やきすぎ」
山本　樹くん(高城中1 年)

ア
イ
デ
ア
賞
「
ぱ
く
ぱ
く
人
形
」

安
井
謙
介
く
ん(

上
南
部
小
１
年)

アイデア賞
「せんたくたたみき」

小倉ゆかりさん
 (上南部小６年)

くふう賞「ペットボトル干し」
三前葉里子さん(南部小6年)

両展の最優秀賞「前芝賞」は、
清川出身の発明家、前芝宗三
郎さん(福岡県在住)にちなん
で設けられました。

※前芝賞

「家の近くにいっぱい生え
ている竹を何とか使えない
かなと考えていて思いつき
ました。作るのは、長さを
そろえて音を調節するとき
が一番難しかったです」

「雷のいなづまをア
ンテナで集めて家庭の電力に使え
たらいいなと思いつきました。絵
は１日で描き上げました」
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　梅の里社会人野球大会(町など主催)は、合併前から、審判員全
員が村民という審判団や清川区の皆さんなどが協力し合って、紀
南でも屈指の大きな大会に育ててきました。
　その第20 回記念大会が9 月14 日(日)、21 日(日)、28 日(日)と清川
球場を主会場に開催され、町内外から 2 4 チームが出場して熱戦
を繰り広げました。その結果、永井建設、ＲＲ池美と、いずれも
町内チームが決勝戦に進出し、永井建設が熱闘を制して優勝しま
した。永井建設のメンバーは次の皆さんです。( 敬称略)
永井良和、東世志樹、中松敬史、尾田賢治、古谷寿章、古谷寿
英、青田伸一、片岡正光、松場一成、宮本太郎、片岡隆昭、畑
野正之、土畑大人、井口浩武、澤井則幸、小谷賢、永井正和

優勝した永井建設の皆さん

優勝旗を手渡す山田前町長。
第1回大会から手渡してきて
今大会が最期となりました

　10 月 7 日(火)、上南部保育所で木工教室が開かれ、年長児た
ちが木工細工にチャレンジしました。1 0 月 8 日「十・八」→
「木」の日に合わせて、日高、有田地域の森林組合や木材
の関連団体でつくる紀中流域森林・林業活性化セン
ターが主催して開いたもので、材料は町の里山で採っ
てきたウバメガシ、ケヤキなどです。子どもたちは木
の肌触りを楽しみながらかわいい置物を作りました。

　10 月 12 日(日)、町とＪＡみなべいなみは、大阪市で開かれた
イベント「御堂筋カッポ」の物産展に出店して、梅干などを販
売したり、来年の梅林のＰＲをしたりしました。当日は歩行者
天国方式で行われたイベント会場を埋め尽くす大勢の人たちが
来場し、用意した梅干と梅ジュースは 1 時間ほどで完売しまし
た。また、「毎年、みなべの梅林へ行っている。来年も行く」と
いう方もいるなど、梅林のＰＲにも力が入りました。

　町道新殿開南部川線上の南部川に新しく架かる橋の名前を募
集したところ、117 件(同名が複数あったため候補数は100 件)
の応募がありました。10 月21 日(火)、選定委員会(一般の方8 人
で構成) で選定した結果、最優秀賞の名前は、新町にふさわし
く、読みやすく耳になじみやすいと「みなべ新橋」に決定しま
した。なお、優秀賞の名前は「梅の郷大橋」「水神橋」でした。

　全国的に振り込め詐欺の被害が相次ぐ中、年金支給日の
10 月15 日(水)、県内のＡＴＭ(現金自動預け払い機)コーナー
約8 0 0 か所で各警察署が「振り込め詐欺にご注意」の啓発
活動をしました。町内では、役場第 1 庁舎敷地内のＡＴＭ
コーナー前で、町地域安全推進委員の皆さんやみなべ幹部
交番所員らがＡＴＭを利用しに来た人たちに「あわてるな、
振り込む前に、まず相談!!」のチラシを手渡しながら、「注
意してください」と呼びかけました。

　9 月26 日(金)、第4 期高齢者福祉計画及び介護保
険事業計画策定委員会の初会合が開催され、委員
長に大嶋仙哉さん(広野)、副委員長に小西充子さ
ん(北道)が選任されました。委員会は、来年3 月
まで、各高齢者福祉サービスや介護保険料などに
ついて検討を重ねて計画を策定し、町長に答申し
ます。なお、計画の実施期間は平成21 年度～23 年
度の3 年間です。

　10 月21 日(火)、上南部中学校で防災学習講演会「濱口
梧陵翁の心に学ぶ」があり、全校生徒が参加しました。
講師は、元耐久中学校長 清水勲さんで、有名な「稲む
らの火」の史実を紹介しながら、梧陵翁が生涯をかけ
て、国の将来のために人材育成が必要と青少年の教育に
力を注いだこと、地域の人々のために尽くしたことなど
を話し、生徒たちもじっと聴き入っていました。

　10 月4 日(土)、南部中学校吹奏楽部の第10 回ファミ
リーコンサートが行われ、大勢の人たちが来場して
息のぴったり合った演奏に耳を傾けました。当日、南
部中ＯＧやみなべ町ジュニアバンドも応援にかけつ
け、コンサートに花を添えました。なお、同吹奏楽
部は8 月末、創部以来初めて、県代表として滋賀県で
行われた関西吹奏楽コンクールに出場し、奨励賞と
審査員特別賞(きらめき賞)を受賞しました。

▲

　今秋も各小学校区で通学合宿が行われ、大勢の子どもたちが各公民
館などで2 泊3 日の共同生活を満喫しました(岩代小は隔年実施のため
今年は未実施)。通学合宿の目的は、共同生活をすることで、自主性、
自立心、仲間意識を育て、豊かな情操を養うこと、地域の方たちとの
ふれあいを通して地域とのつながりを深め、社会性を育てることで
す。各小学校区とも高学年の希望児童が多数参加し、地域の大人の皆
さんの助けを借りながら、各公民館で夕食づくりや掃除などにチャレ
ンジ、夜も各公民館に泊まって、そこから学校へ通学しました。

10月16日(木)～18日(土)、高城公民館で行われた通学合宿で

ただ今、工事中です(完成は平成22年3月予定)
　　　　　　　(山内、新福寺付近から撮影)
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●止島(小川国夫)●美女いくさ
(諸田玲子)●昔のミセス(金井美
恵子)●フロスト気質上下(R･D･ｳｨﾝ
ｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ)●巫女さん入門初級編
(神田明神監修)●戦争のある暮ら
し(乾淑子)●折り返し点1997～
2008(宮崎駿)●日本の外来魚ガ
イド(松沢陽士・瀬能宏)●フェル
トの小物とマスコット(いしか
わまりこ)●草木の染色ノート
(加藤國男)

上南部分館・大人向け
●錦(宮尾登美子)●豆腐百珍
(福田浩ほか)●なりきり歌舞
伎体操

　「身につかなくていい、格好
さえつけば」のノリで、作家
が色んな習い事に挑戦。セン
スがいいのか、先生がいいの
か、写真がいいのか、読み物
としてもなかなか面白い。二
胡、書道、手揉み茶、写真、て
んぷら、フグなど、手を出し
た習い事は、その数20!!

ゆめよみ館・大人向け
上南部分館・子ども向け
●クモの糸の秘密(大崎茂芳)●
12歳 出会いの季節(あさのあ
つこ)●ウトナイ湖 サンクチュ
アリ物語(大畑孝二)

　不可能と言われた農薬や肥
料を使わないリンゴ栽培に取
り組んできた木村秋則さん。
花が咲かない、木が枯れる、収
入がないという苦労の中、８
年目にリンゴの木は花を咲か
せました。一つの道を歩き続
けたリンゴ農家の感動の記録。

奇
跡
の
リ
ン
ゴ

石
川
拓
治(

幻
冬
舎)

ゆめよみ館・子ども向け
●からだのかがく 脳(ﾍﾞﾗﾐｰ)
●遺伝子が語る「命の物語」
(村上和雄)●もったいないば
あさんと考えよう世界のこ
と(真珠まりこ)●崖の上のポ
ニョ(宮崎駿)●和菓子の絵事
典●鳥の形態図鑑(赤勘兵衛)
●リリとことばをしゃべる犬
(ﾃﾞｰﾙ)●真夏の夜の夢羽(深
沢美潮)●人気者になる方法
(ｷｬﾎﾞｯﾄ)

(生涯学習センター内)

不
惑
の
手
習
い

島
田
雅
彦(

集
英
社)

花
育 

親
子
で
楽
し
む

　
　
　
花
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

谷川圭子(ブティック社)

 1日(土) わくわくタイム(10:30～)、
　おはなし会(14:00 ～)
 3日(月) 文化の日・特別開館日
 4日(火) 休館
 8日(土) おはなし会(14:00～)
10日(月) 休館
13日(木) ちいさいひとのためのお
　はなし会(10:30 ～)
15日(土) おはなし会(14:00 ～)
17日(月) 休館
22日(土) ビデオ上映会(10:30～)、
　おはなし会(14:00 ～)
23 日(日) 休館(勤労感謝の日)
24日(月) 休館
27日(木) ちいさいひとのためのお
　はなし会(10:30 ～)
28 日(金) 休館(月末整理日)
29日(土) おはなし会(14:00～)
12月1日(月) 休館
12月6日(土) わくわくタイム(10:30
　～)、おはなし会(14:00 ～)

　芸術の秋も深まりました。美術館に行かなくて
も、ページをめくるのが惜しいくらい美しい絵本
がたくさんあります。親子で、お話を楽しみなが
ら、アートな気分にひたってください。

　世の中の仕事は、気付かないところで私たちの
暮らしとつながっています。様々な仕事やひたむ
きに仕事に向き合う人々の姿を紹介します。

　来年2 月8 日(日)、『ゲド戦記』の翻訳で名高い、児
童文学者・翻訳家の清水眞砂子さんの講演会を開催
します。( 入場無料。但し、入場整理券が必要です)
　清水さんは、青山女子短期大学で教えるかたわら、
次々にすぐれた本をお書きになっています。講演は、
『人間関係というふしぎ―大人が読みたい子どもの本
―』というタイトルで、人生や人間関係のおもしろ
さを描いた児童文学について語ってくださいます。
●入場整理券は1 1 月から配布します。
●清水さんに質問したい方は、質問票を用意します

　めずらしい子ども向けの
フラワーアレンジの本。誕
生日やバレンタインなどの
花束、季節の花かざりがプ
ロセス写真入りで分かりや
すいですよ。休日に、「花あ
そび」はいかがでしょう？

講演のベース(核)になる本です。心に残るえりぬきの作品が
13 編、紹介されています。この本に紹介されている作家の本
をゆめよみ館に展示します(ブックトラック展示)。心にしみ
る本、辛いときに背中を押してくれる本がたくさんあります。

　のであらかじめ書いて
　ご提出ください。
　（入場整理券、質問票は
　ゆめよみ館、上南部分
　館に置いています。お
　電話いただければ、岩
　代・高城・清川の各分室
　へもお届けします）

『
そ
し
て
、
ね
ず
み
女
房
は

星
を
見
た 
』(
テ
ン
・
ブ
ッ
ク
ス)

▲



収
総
量
は
、
約
１
８
０
０
リ
ッ

ト
ル(

20
リ
ッ
ト
ル
入
り
ポ
リ

タ
ン
ク
で
約
90
缶)

で
し
た
。

　
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
に
は
金
属
が
含
ま
れ
て

い
る
た
め
適
正
に
処
理
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
は

テ
ー
プ
類
の
一
斉
回
収
を
年
２

回
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
２
回

目
の
一
斉
回
収
を
次
の
通
り
行

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
一
斉
回
収
利
用
の
際

に
は
、
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
類
と
は
別
に
し
て
、
テ
ー
プ

類
だ
け
資
源
ご
み
用
指
定
袋
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

▼
12
月
２
日(

火)

↓
埴
田
、
梅
ヶ

丘
団
地
、
鹿
島
台
、
片
町
、
新

町
、
北
道
、
上
南
部
地
区
、
熊
瀬

止
す
る
場
合
は
町
内
放
送
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
町
は
、
11
月
14
日(

金)

午
後
５

時
か
ら
17
日(

月)

午
前
９
時
ま

で
、
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
食
油

回
収
を
町
内
各
地
で
行
い
ま
す
。

(
植
物
油
の
み
。
ラ
ー
ド
な
ど
動

物
油
は
回
収
で
き
ま
せ
ん)

　
回
収
し
た
廃
食
油
は
、
環
境

に
や
さ
し
い
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
法

人
に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

今
回
も
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
回
収
場
所
な
ど
は
、
上
記
の

家
庭
粗
大
ご
み
＆
農
機
具
類
拠

点
回
収
の
チ
ラ
シ
の
裏
面
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
前
回(

今
年
５
月
実
施)

の
回

11 月10 日(月)

11 月12 日(水)

11 月14 日(金)

11 月16 日(日)

高 城 公 民 館

岩代集出荷場駐車場

堺 漁 港 駐 車 場

須賀橋上流河川敷

晩 稲 広 場 駐 車 場

共 和 球 場 駐 車 場

清 川 球 場 駐 車 場

役場第１庁舎駐車場

 8:30～10:30

 8:00～ 9:30

13:00～14:30

 8:00～10:00

 8:00～ 9:30

13:00～14:30

 8:30～10:30

 8:00～10:30

11 月11 日(火)

11 月13 日(木)

拠 点 回 収 日 時 拠 点 回 収 場 所

15

　
家
庭
の
粗
大
ご
み
と
、

使
え
な
く
な
っ
た
農
機

具
類
の
有
料
拠
点
回
収

を
、
上
表
の
通
り
町
内
各

地
で
行
い
ま
す
の
で
、
都

合
の
い
い
日
時
、
場
所
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
粗
大
ご
み
と
農
機
具

の
種
類
や
料
金
な
ど
は
、

こ
の
広
報
紙
と
一
緒
に

お
届
け
し
た
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗

濯
機
・
エ
ア
コ
ン
の
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
対
象
製
品

も
引
き
取
り
ま
す
）

　
小
雨
決
行
で
す
が
、
大

雨
な
ど
荒
天
の
た
め
中

川▼
12
月
３
日(

水)

↓
堺
、
南
道
、

中
島
、
芝
、
矢
谷
、
芝
崎
、
東
吉

田
、
気
佐
藤
、
新
庄
、
千
鹿
浦
、

山
内
、
東
・
西
岩
代
、
高
城
地
区

(

熊
瀬
川
除
く)

、
清
川
地
区

　
11
月
の
衣
類(

資
源
ご
み)

収

集
日
は
本
来
な
ら
３
日(

月)

で

す
が
、
祝
日(

文
化
の
日)

で
す

の
で
、
翌
週
の
10
日(

月)

に
変
更

し
ま
す
。

　「
資
源
ご
み
収
集
こ
よ
み
」
で

は
不
正
確
で
し
た
が
、
11
月
３

日(

月)

と
24
日(

月)

は
祝
日
で
す

の
で
、
燃
や
す
ご
み
の
収
集
は

行
い
ま
せ
ん
。
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10
月
５
日(

日)

に
行
わ
れ
た

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
開

票
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
当
日
の
投
票
率
は
77
・
97
％
、

投
票
者
は
８
９
５
９
人
で
し
た
。

〔
前
回
は
投
票
率
89
・
89
％
、
投

票
者
１
万
４
２
０
人
〕
各
投
票

所
の
投
票
者
数
と
投
票
率
は
表

１
、
各
候
補
者
の
得
票
数
と
無

効
票
数
は
表
２
の
通
り
で
す
。

投票率

 72.56

71.52

72.15

74.44

74.46

72.48

71.94

70.21

81.02

86.44

87.39

85.94

78.76

74.73

71.62

86.59

86.36

69.77

89.17

84.40

87.36

89.59

91.59

77.97

投 票 所
当　日
有権者

当　日
投票者

期日前
投票者

投票者
合　計

堺地区構造改善センター

埴田集落センター

社会福祉センター( はあと館)

北道会館

南道会館

芝崎会館

安養寺

東吉田会館

山内会館

岩代共同炊事場

久木会館

西中村会場

筋区民会館

熊岡区民会館

晩稲区民会館

来迎寺

西本庄区民会館

滝区民会館

熊瀬川多目的集会場

高城小学校

島之瀬会館

清川公民館

名之内多目的集会場

　　　　 計

 594

1,092

596

532

505

614

335

809

490

568

119

192

857

186

888

731

601

172

120

545

277

442

226

11,491

　 72

　 229

117

143

111

180

119

226

143

52

3

25

85

15

69

133

89

12

10

27

36

22

7

1,925

　 359

   552

313

253

265

265

122

342

254

439

101

140

590

124

567

500

430

108

97

433

206

374

200

7,034

　 431

781

430

396

376

445

241

568

397

491

104

165

675

139

636

633

519

120

107

460

242

396

207

8,959

 各投票所の投票者数と投票率 (人・％)

原 田 　 覚
楠本誠二
岡　和雄
下村　勤
森坂義明
山中邦夫
小川　猛
北谷清治

860
798.565
784
728
693
670
657

614.434

竹 本 栄 次
天 野 　 仁
寺 本 文 雄
田 中 昭 彦
中 井 重 雄
宮 﨑 常 二
園 出 俊 明
　無　効　

531
508
477
471
404
338
334
91

(

注) 

表
１
の
当
日
投
票
者
数

に
は
、
老
人
ホ
ー
ム
や
病
院
な

ど
の
施
設
内
で
投
票
を
行
っ

た
方
な
ど
の
不
在
者
投
票
者

数
を
含
ん
で
い
ま
す
。
表
２
の

小
数
点
以
下
の
数
字
は
、
同
名

の
候
補
者
へ
の
候
補
者
へ
の

投
票
が
あ
っ
た
の
で
按
分
し

て
配
分
し
た
も
の
で
す
。

 各候補者の得票数 (票)

　
12
月
４
日(

木)

〜
10
日(

水)

は

第
60
回
人
権
週
間
で
す
。

　
町
に
は
町
民
の
人
権
を
守
る

た
め
献
身
的
に
活
動
し
て
お
ら

れ
る
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
が
５

人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
10
月
１
日(

水)

、
委
員
の
大
前

浩
一
さ
ん(

高
野)

が
法
務
大
臣

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
大
前

さ
ん
は
平
成
８
年
に
就
任
以
来
、

困
っ
て
い
る
方
た
ち
に
寄
り

添
っ
て
真
摯
に
活
動
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
田
辺
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
長
や
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
副
会
長
も
長

く
務
め
そ
の
運
営
や
充
実
発
展

に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
な
ど
を

賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
町
は
毎
月
１
回
、
行
政
相
談

と
共
に
、
人
権
擁
護
委
員
さ
ん

に
よ
る
人
権
相
談
会
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
も
し
困
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
ご
遠
慮
な
く

ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
相
談
会
の

日
時
と
場
所
は
、
広
報
紙
「
く

ら
し
の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の

ペ
ー
ジ
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
）

　
冬
に
向
か
っ
て
寒
さ
が
増
し

て
い
く
こ
の
ご
ろ
は
、
空
気
が

乾
燥
し
強
風
が
続
く
な
ど
火
災

が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

　「
火
の
し
ま
つ 
君
が
し
な
く

て 

誰
が
す
る
」(

今
年
度
の
全
国

統
一
標
語)

。
よ
り
念
を
入
れ
、

「
私
に
ま
か
せ
な
さ
い
」
と
い
う

心
意
気
で
、
火
の
始
末
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
11
月
９
日(

日)

〜
15
日(

土)

の

秋
の
火
災
予
防
運
動
週
間
中
、

消
防
団
は
防
火
啓
発
活
動
を
行

い
ま
す
。
日
高
広
域
消
防
本
部

で
も
、
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
、
消

防
訓
練
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
地
域
防
火
指
導
も
行
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
同
南
部
出

張
所(

℡
74-

３
１
１
９)

へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大前浩一さん
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（直通電話）

役場への電話は、時間短縮
　のためにも、できるだけ用事のある
　課の直通番号へかけてください。

住民環境課
税 務 課
保健福祉課
産 業 課
会 計 課
共通ＦＡＸ
総 務 課
検 査 室
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ Ａ Ｘ
う め 課
建 設 課
共通ＦＡＸ
保健福祉課

72-2161
72-2162
72-2544
72-1337
72-2596
72-3893
72-2015
72-2142
72-1223
72-1334
72-1335
74-3276
74-3335
74-2367
74-3337

第１庁舎

第２庁舎

生涯学習
センター

１階

２階

１階

１階

１階

２階

浄化センター

３階

(第2庁舎隣)

(第１庁舎隣)

72-3085
72-3605
72-4187
74-3134
74-3334
74-2418
74-2191
74-3621

(保健福祉
 センター)

地域包括支援
セ ン タ ー

Ｆ Ａ Ｘ

Ｆ Ａ Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ Ａ Ｘ

74-8065
72-1165

74-8013

高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）

うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館

デイサービス ふれ愛センター
デイサービス 特養梅の里
デイサービス ゆうゆう館
老人憩の家  二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所

℡ 75-2455
FAX 75-2802
℡ 76-2250
FAX 76-2109
℡ 72-1400
FAX 72-5804
℡ 72-2127
℡ 72-1410
FAX 84-2048
℡ 74-3444
℡ 74-2300
℡ 76-2258
℡ 72-5611
FAX 72-5610
℡ 74-3337
℡ 75-2618
℡ 72-5900
℡ 72-4455
℡ 72-1389
℡ 75-2005
℡ 72-3808
℡ 74-3150
℡ 74-3119
℡ 26-4909

(田辺市民総合センター敷地内)

上下水道課

はあと館(社会福祉センター)
　〔社会福祉協議会〕

(72-1165は24時間対応)

青少年センター
(生涯学習センター内) ℡ 74-3134

　
町
は
、
他
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業

を
進
め
る
た
め
、
農
家
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

の
取
得
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
４
１
４
人
の
方
が
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
と
し
て
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
紀
州
み
な
べ
梅

干
生
産
者
協
議
会
主
催
に
よ
る

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
説
明
会
が
次

の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
大
勢
の
皆
さ
ん

に
取
得
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
誘
い

合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
と
き
　
11
月
18
日(

火)

午
後

７
時
〜

◆
と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー(

役
場
第
２
庁
舎
隣)

※
前
も
っ
て
参
加
申
し
込
み
は

い
り
ま
せ
ん
。
希
望
さ
れ
る
方

は
直
接
開
催
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

　
く
わ
し
く
は
、
う
め
課
へ
。

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は

　
た
い
肥
な
ど
を
使
っ
た
土
づ
く

り
や
化
学
肥
料
・
化
学
農
薬
の
低

減
化
に
一
体
的
に
取
り
組
む
農
業

者
の
愛
称
で
す
。

　
環
境
保
全
型
農
業
へ
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
、持
続
性
の

高
い
生
産
方
式
を
導
入
す
る
計
画

を
立
て
た
農
業
者
を
、県
知
事
が

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
し
て
認
定
し

ま
す
。

　
車
い
す
用
駐
車
区
域
や
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
は
、
体
が
不
自
由
な

方
や
目
が
不
自
由
な
方
の
た
め

に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
元
気
な
方
が
車
い
す
用
駐
車

区
域
に
駐
車
し
た
り
、
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
の
上
に
バ
イ
ク
や
自
転

車
、
物
な
ど
が
置
か
れ
て
い
た

り
し
た
ら
、
困
る
方
が
い
ま
す
。

「
少
し
の
間
だ
け
」
と
思
っ
て

も
、
そ
の
少
し
の
間
に
本
当
に

必
要
と
す
る
方
が
利
用
し
た

か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
方
た
ち
が
困
ら
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
何
も
特
別

な
こ
と
も
難
し
い
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
一
人
一
人
の

「
ほ
ん
の
少
し
の
思
い
や
り
」
が

あ
れ
ば
い
い
の
で
す
。

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
は
、
大
腸

や
膀
胱
の
手
術
に
よ
っ
て
、
人

工
肛
門
や
人
工
膀
胱
に
な
っ
た

方
々
の
こ
と
で
す
。
こ
の
ほ
ど

こ
の
方
た
ち
が
使
い
や
す
く
す

る
た
め
、
役
場
第
１
庁
舎
１
階

の
多
目
的
ト
イ
レ
を
改
修
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
改
修
工
事
は
11
月
初
め
か
ら

行
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
、
役

場
第
１
庁
舎
１
階
の
多
目
的
ト

イ
レ
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。(

併
設
の
男
・
女

ト
イ
レ
は
使
え
ま
す)

　
町
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
開
催
す
る
時
な
ど
の
貸
出
用

Ａ
Ｅ
Ｄ(

自
動
対
外
式
除
細
動

器)

を
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー(

谷

口)

に
常
備
し
て
い
ま
す
。

　「
野
球
大
会
が
あ
る
が
、
万
一

の
場
合
に
備
え
て
借
り
た
い
」

な
ど
と
い
う
と
き
、
教
育
学
習

課(

℡
74-

３
１
３
４)

へ
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
次
の
場
所
に
も
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
常
備
し
て
い
ま
す
の
で
、

も
し
か
の
場
合
に
は
ご
利
用
く

だ
さ
い
。(

※
大
会
時
な
ど
の
貸

出
用
で
は
あ
り
ま
せ
ん)

　
役
場
第
１
庁
舎
、
ふ
れ
愛
セ

ン
タ
ー
、
岩
代
備
蓄
倉
庫
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
梅
の
里

の
玄
関
ロ
ビ
ー
、
清
川
警
察
官

駐
在
所
内
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税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
所

が
次
の
通
り
開
設
さ
れ
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
と
き 

11
月
14
日(

金)

午
前
10

時
〜
午
後
４
時

◎
と
こ
ろ 

ロ
マ
ン
シ
テ
ィ
オ
ー

ク
ワ(

御
坊
市)

　
ま
た
、
今
年
も(

社)

御
坊
納

税
協
会
が
主
催
し
て
、
抽
選
で

賞
品
が
当
た
る
「
税
金
ク
イ
ズ
」

を
11
月
４
日(

火)

〜
19
日(

水)

ま

で
実
施
し
ま
す
。

　
応
募
用
紙
と
応
募
箱
は
、
役

場
第
１
庁
舎
・
第
２
庁
舎
の
窓

口
、
高
城
公
民
館
、
清
川
公
民

館
、
図
書
館(

ゆ
め
よ
み
館)

に

置
い
て
い
ま
す
。
用
紙
に
記
入

の
上
、
応
募
箱
に
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
は
50
円
切
手
を

貼
っ
て
郵
送
も
で
き
ま
す
。

　
御
坊
税
務
署
は
、
事
業
所
な

ど
を
対
象
に
年
末
調
整
説
明
会

を
次
の
通
り
開
き
ま
す
。
出
席

さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
御
坊
税

務
署
か
ら
送
付
す
る
年
末
調
整

関
係
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
納
め
た

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
、
税
金
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　
軽
減
さ
れ
る
た
め
に
は
、
所

得
税
の
確
定
申
告
や
住
民
税
の

申
告
の
際
、
保
険
料
を
納
め
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
11
月
上
旬
、
社
会

保
険
庁
か
ら
、
平
成
20
年
１
月

か
ら
９
月
ま
で
に
納
付
し
た
社

会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
て
き

ま
す
の
で
、
申
告
時
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
証
明
書
が
届
か
な
い
、

見
あ
た
ら
な
い
と
い
う
と
き
は
、

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

℡

０
５
７
０-

０
７
０-

１
１
７

(

Ｉ
Ｐ
電
話
は
℡
０
３-

６
７

●
と
き 

12
月
２
日(

火)

午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

●
と
こ
ろ 

Ｊ
Ａ
み
な
べ
い
な
み

本
所
３
階
会
議
室(

気
佐
藤)

　
11
月
４
日(

火)

か
ら
全
国
的

に
、
税
務
署
へ
電
話
を
か
け
る

と
、
第
一
声
が
自
動
音
声
案
内

に
変
わ
り
ま
す
。

■
税
の
取
り
扱
い
や
申
告
の
手

続
き
な
ど
一
般
的
な
相
談
は

①
御
坊
税
務
署(

℡
０
７
３
８-

22-

０
６
９
５)

へ
電
話
を
か
け

ま
す
。

②
音
声
案
内
に
従
っ
て
、
プ
ッ

シ
ュ
ホ
ン
や
携
帯
電
話
の
「
１
」

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

③
国
税
局
の
「
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
へ
つ
な
が
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
相
談
内
容
に
よ
っ
て
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

■
相
談
の
事
前
予
約
、
税
金
の

納
付
相
談
、
御
坊
税
務
署
へ
の

問
い
合
わ
せ
な
ど
は

①
御
坊
税
務
署
へ
電
話
を
か
け

ま
す
。

②
音
声
案
内
に
従
っ
て
、
プ
ッ

シ
ュ
ホ
ン
や
携
帯
電
話
の
「
２
」

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

４
８-

８
８
８
２)

へ
連
絡
す
れ

ば
送
付
し
て
く
れ
ま
す
。

　
老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と

す
る
年
金
は
「
雑
所
得
」
と
し

て
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。
こ

の
所
得
税
の
各
種
控
除
額
な
ど

の
計
算
は
、
年
金
受
給
者
か
ら

提
出
さ
れ
た
「
扶
養
親
族
等
申

告
書
」
を
基
に
行
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
年
金
受
給
者
に

は
、
11
月
上
旬
、
社
会
保
険
業

務
セ
ン
タ
ー
か
ら
申
告
書(

ハ

ガ
キ)

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
12
月
の
提
出
期
限
ま
で
に

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
る
と

各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
税

金
が
高
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
年
金
以
外
に
所
得
が
あ
る
方

は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

　住宅、店舗、倉庫、工場、作業
所などの家屋に対する固定資産税
は、毎年１月１日現在に所有され
ている方に課税されます。
　ですから、家屋を取り壊して
も、１月１日までに役場税務課へ
「届け出」を済ませていないと、そ
のまま現存するとみなされ、課税
対象になってしまいます。
　もし、「以前、家屋を壊したけ
れど、まだ届けを出していない」
という方がおられましたら、平成
20年12月25日(木)までに税務課へ
届け出てください。
　くわしくは、税務課へ。

③
御
坊
税
務
署
へ
つ
な
が
り
、

署
員
が
相
談
を
受
け
ま
す
。
税

務
署
へ
行
っ
て
直
接
相
談
し
た

い
方
は
「
相
談
の
事
前
予
約
」
を

し
て
く
だ
さ
い
。

【
注
】「
番
号
が
確
認
で
き
ま
せ

ん
」
と
い
う
音
声
案
内
が
あ
っ

た
と
き
は
、
電
話
機
の
「
＊
」
を

押
し
て
く
だ
さ
い
。
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み
な
べ
町
教
育
委
員
会
は
、

昨
年
、
11
月
の
１
か
月
間
を
「
み

な
べ
学
び
月
間
」、
11
月
11
日
を

「
み
な
べ
学
び
の
日
」
と
し
て
制

定
し
ま
し
た
。

　「
学
び
」
は
、「
学
習
」よ
り
も
、

自
分
か
ら
主
体
的
に
か
つ
人
間

的
に
何
か
を
新
し
く
身
に
つ
け

よ
う
と
す
る
営
み
と
い
う
意
味

合
い
が
濃
い
そ
う
で
す
。

　
町
教
委
は
、
学
び
月
間
、
学

び
の
日
を
、
学
校
教
育
だ
け
に

限
ら
ず
、
地
域
や
家
庭
で
「
学

ぶ
」
と
い
う
意
義
を
深
め
る
機

会
に
し
て
も
ら
い
た
い
、
そ
し

て
、「
親
の
背
を
見
て
子
は
育

つ
」、
ま
ず
大
人
が
学
ぶ
姿
勢
を

示
す
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
に
も

い
い
影
響
が
広
が
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
11
月
を
学
び
月
間
と
し
た
の

は
、
文
化
展
や
芸
能
ま
つ
り
、
町

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ま
た
学
校

開
放
な
ど
最
も
活
動
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
る
月
だ
か
ら
で
す
。

今
年
も
い
ろ
ん
な
行
事
が
行
わ

れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
誘
い
合

わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
20
歳
に
な
る
新
成
人

を
祝
福
す
る
平
成
21
年
成
人
式

を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

■
と
き 

平
成
21
年
１
月
４
日

(

日) (

受
付
開
始
12
時
30
分
、
開

式
13
時)

■
と
こ
ろ 

紀
州
南
部
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル

　
対
象
は
、
昭
和
63
年
４
月
２

日
〜
平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方(

平
成
16
年
３
月
に
中

学
校
を
卒
業
し
た
方)

で
、
町
内

の
小
・
中
学
校
に
在
籍
後
、
町

外
へ
転
出
し
た
方
も
含
め
ま
す
。

　
対
象
の
方
に
は
10
月
中
に
案

内
状
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
出
席
し
て
同
級
生
の
交
流

を
よ
り
深
め
て
く
だ
さ
い
。

※
実
行
委
員
会
へ
の
参
加
希
望

は
、
成
人
式
の
案
内
状
に
同
封

の
ハ
ガ
キ
で
ご
返
事
く
だ
さ
い
。

な
お
第
１
回
実
行
委
員
会
は
、

11
月
14
日(

金)

夜
７
時
か
ら
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

　
成
人
式
の
式
典
の
後
、
例
年

の
よ
う
に
新
成
人
自
身
の
企
画

運
営
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。

　
た
だ
今
、
新
成
人
の
実
行
委

員
を
募
集
中
で
す
。「
自
分
た
ち

の
手
で
、
一
生
に
一
度
の
成
人

式
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
い
！
」

と
い
う
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
集
ま
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
11
月
中
に
開
催
さ
れ
る
町
教

委
協
賛
の
主
な
行
事
は
次
の
通

り
で
す
。

▼
高
城
文
化
展
・
菊
花
展
　
11

月
１
日(

土)

〜
３
日(

月)

高
城
公

民
館

▼
清
川
文
化
展
　
11
月
２
日

(
日)

〜
３
日(

月)

清
川
公
民
館

▼
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
11
月

２
日(
日)
町
内
各
会
場

▼
町
文
化
祭
大
展
覧
会
　
11
月

２
日(

日)

〜
３
日(
月)

生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
＆
南
部
公
民
館

▼
音
楽
と
マ
ジ
ッ
ク
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト(

町
地
域
活

動
連
絡
協
議
会
主
催)

　
11
月

２
日(

日)

12
時
30
分
開
場 

生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー

▼
熊
野
古
道
・
万
葉
ウ
ォ
ー
ク

〜
有
間
皇
子
を
偲
ん
で
〜
　
11

月
８
日(

土)

12
時
40
分 

岩
代
駅

集
合(

問
合
先 

み
な
べ
観
光
協

会
℡
72-

４
９
４
９)

▼
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会(

三

里
峰
へ)

　
11
月
９
日(

日)(

問

合
先 

中
央
公
民
館
℡
74-

３
３

３
４)

▼
小
学
生
対
象 

お
も
し
ろ
科
学

教
室
「
ガ
ラ
ス
の
と
ん
ぼ
玉
を

つ
く
ろ
う
」(

和
工
専
・
土
井
先

お誘い合わせて、各自主学習グ
ループの皆さんの熱演を応援しに
きてください！ また、センター
内で、青年クラブみなべが「ウキ
ウキ喫茶 うめの木」
を開店しますので、
そちらもよろしく。

青年クラブみなべプロデュース
によるエンターテインメント
ショー！どうぞお楽しみに。

生
＆
林
先
生)(

定
員
20
人
・
先

着
順) 

11
月
29
日(

土)

10
時
〜

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー(

申
込
・
問

合
先 

教
育
学
習
課)

　
11
月
は
学
校
開
放
月
間
で
す
。

各
小
中
学
校
が
11
月
い
っ
ぱ
い

授
業
を
公
開
し
ま
す
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
行
事
の
開
催
も
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
近
く
の
学
校

へ
お
気
軽
に
、
自
分
の
お
子
さ

ん
や
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
様

子
を
見
学
に
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

(

各
校
の
行
事
は
22
〜
23
ペ
ー

ジ
の
「
く
ら
し
の
情
報
カ
レ
ン

ダ
ー
」
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い)

　
な
お
、
見
学
に
行
っ
た
際
は

ま
ず
職
員
室
へ
の
声
か
け
を
お

願
い
し
ま
す
。
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も
し
、
近
く
の
お
子
さ
ん
に
、

不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
跡
が
あ

る
、
着
衣
や
髪
の
毛
が
い
つ
も

汚
れ
て
い
る
、
お
ど
お
ど
し
て

い
る
、
落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴

に
な
る
、
親
を
避
け
よ
う
と
す

る
、
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
遊
ん

で
い
る
な
ど
の
様
子
が
見
ら
れ

た
ら
、
紀
南
児
童
相
談
所(

℡

22-

１
５
８
８
、
Fax
22-

１
９
１

７)

、
ま
た
は
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

(

℡
74-

３
３
３
７)

へ
迷
わ
ず

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の

目
配
り
・
気
配
り
が
子
ど
も
を

虐
待
か
ら
救
い
ま
す
。

　
な
お
、
虐
待
、
い
じ
め
、
不
登

校
な
ど
子
ど
も
の
人
権
問
題
に

つ
い
て
の
全
国
共
通
専
用
相
談

窓
口
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」(

℡
０
１
２
０-
０
０
７-

１

１
０)

も
あ
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ(

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力)

は
、
犯
罪
を
も
含
む
重

大
な
人
権
侵
害
で
す
。
身
体
的

な
暴
力
は
も
ち
ろ
ん
、
精
神
的
、

経
済
的
、
知
的
な
、
あ
ら
ゆ
る

形
の
暴
力
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
県
は
紀
南
Ｄ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
そ
の
運
営
を
民
間
団

体
「
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
の
会

ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
ト
」
に
委
託
し

て
い
ま
す
。
も
し
、
Ｄ
Ｖ
に
困
っ

て
い
る
方
が
お
ら
れ
た
ら
、
独

り
で
悩
ま
な
い
で
、
ニ
ュ
ー
ス

タ
ー
ト(

℡
24-

３
３
２
２)
へ

ま
ず
電
話
し
て
く
だ
さ
い(
24

時
間
対
応)

。
つ
な
が
り
に
く
い

と
き
は
県
女
性
相
談
所(

℡
０

７
３-

４
４
５-

０
７
９
３)

へ
。

　
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
が
一

部
改
正
さ
れ
、
10
月
か
ら
次
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

56
人
以
上
の
常
用
雇
用
労
働

者
が
い
る
事
業
所
は
、
体
が
不

自
由
で
補
助
犬
を
必
要
と
す
る

労
働
者
が
い
る
場
合
、
補
助
犬

の
使
用
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

(

改
正
前
は
事
業
所
の
判
断
に

ま
か
さ
れ
て
い
ま
し
た)

　
く
わ
し
く
は
、
県
福
祉
保
健

部
障
害
福
祉
課(

℡
０
７
３-

４
４
１-

２
５
３
３)

へ
。

　
町
に
は
、
不
登
校
な
ど
の
子

ど
も
た
ち
の
心
に
寄
り
添
っ
て

く
れ
る
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
が

い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
家
庭
を

訪
問
し
た
り
、
メ
ン
タ
ル
ハ
ウ

ス(

子
ど
も
た
ち
が
集
う
場)

で

勉
強
を
教
え
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
県
で
も
メ
ン
タ
ル

フ
レ
ン
ド
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
対
象
は
18
歳
以
上
25
歳

未
満
の
方(

男
女
問
わ
ず)

、
募

集
人
数
は
若
干
名
、
募
集
期
間

は
随
時
で
す
。

　このほど芝区が、平成20年
度宝くじコミュニティ助成
事業による一部助成を得て
祭礼用具( 獅子舞や太鼓台な
ど)を整備しました。
　この事業は、宝くじの普及
広報を目的として、地域で行
う事業や活動に必要な施設・
設備の整備費用を直接助成
するもので、地域のふれあい
やつながりを深めるために
役立てられます。

　11 月、漁業センサスが全国
一斉に実施されます。わが国
の水産業の実態を明らかにす
る「水産業の国勢調査」ともい
うべき大切な調査で、漁業者
や水産関係者が対象となり、5
年ごとに行われます。
　くわしくは、総務課統計係
(℡72-2015)へお問い合わせく
ださい。

　
く
わ
し
く
は
、
紀
南
児
童
相

談
所(

℡
22-

１
５
８
８)

へ
。

　
自
衛
隊
が
、
次
の
通
り
自
衛

官〔
２
等
陸
・
海
・
空
士(

男
子)

〕

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格 

日
本
国
籍
を
有
す

る
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者
、

●
受
付
期
間 

試
験
日
の
前
日
ま

で
、
●
試
験
日 

12
月
６
日(

土)

、

●
試
験
場
所 

和
歌
山
市
、
●
試

験
種
目 

筆
記
試
験(

国
語
・
数

学
・
社
会
・
作
文)

、
口
述
試
験
、

適
性
検
査
と
身
体
検
査

　
願
書
請
求
、
そ
の
他
お
問
い

合
わ
せ
は
自
衛
隊
御
坊
地
域
事

務
所(

℡
０
７
３
８-

23-

０
０

２
０)

へ
。
自
衛
隊
和
歌
山
地
方

協
力
本
部
Ｈ
Ｐ
は http://www.

mod. go.jp/pco/wakayama/

建設課のこれまでの直通番号 ℡74-3277は、
局番違いの番号へ間違えてかける方が多い
ことから、11 月から番号を上記の通り変更
します。建設課は第2 庁舎内にあり、局番
は74局です。今後もおかけ間違えのないよ
うお願いします。
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 (場所 ふれ愛センター)
健診名(対象乳幼児) 実  施  日 受 付 時 間

　～ふれ愛センター～
11月6日(木)・20日(木) 13:30～15:00

(社会福祉センター)
11月7日(金)・14日(金)・21日(金)・28日(金)

18:00～21:00

13:00～13:3011 月4 日(火)

１ ０ か 月 児 健 診
(H19 年12月・H20年1月生まれ)

南部保育所(℡72-4520)
高城保育所(℡75-2044)
清川保育所(℡76-2251)
上南部保育所(℡74-3022)

６日(木)10:00～11:00
６日(木)10:00～11:00
６日(木)10:00～11:00
７日(金)10:00～11:00

(上保・清保は雨天中止)

13:00～13:3011月11日(火)

対象のお子さんには案内状(予診票同封)を送ります。
(７歳半までで未接種のお子さんも接種します。希望す
るお子さんは接種してください)

４ か 月 児 健 診
(平成20年７月生まれ)

13:00～13:3011月19日(水)
２歳６か月児歯科健診
(平成18年4月・5月生まれ)

 (場所 ふれ愛センター)
予 防 接 種 名 実  施  日 受 付 時 間

11月20日(木) 13:00～13:20三 種 混 合(Ⅰ期初回)

対象　平成20年4月・5月・6月生まれのお子さん

３ 歳 ６ か 月 児 健 診
(H17年4/1～5/20生まれ)

13:00～13:3011月26日(水)

　

　

内　　　　　　容 実施日・受付時間

11月27日(木)
13:30～15:00

楽しいマタニティライフのために
（妊娠中の日常生活、出産について
何でも気軽に相談してください）

12 月2 日(火)
19:00～20:30

こんにちは 赤ちゃん！
（もうすぐお父さん・お母さん！沐浴実習など）

講師

助産師

保健師

楽しいマタニティライフのために
（妊娠中の日常生活のお話） ) (この日の参加は

 予約が必要です)

(場所 ふれ愛センター)

時間は 9:00～12:00／13:00～15:00

　「認知症」は以前、「痴呆症」と言っていました。
痴呆というと何か怖い病気だと思っていません
か。そんなことはありません。早期発見、早期治療
で進行を防ぐことができるのです。このごろ少し物
忘れが気になっているという方は、できるだけ早く
かかりつけのお医者さんに相談してください。

①初期の症状

簡単な図形の模写がちゃんとできない。

新しい出来事(昨日のことや今朝のこと)を忘れ
てしまう。そのため、「何かおかしい」と自覚が
あり、不安、抑うち、イライラを感じる。

※

※

→少しでも早くお医者さんへ！

②徐々に進行　「今朝は何を食べましたか？」

普通の物忘れ(歳のせい)の場合→一部分を忘れ
　ても朝食を食べたことは忘れない。
認知症の物忘れの場合→食べたこと(体験全体)
　を忘れている。また、実行機能障害(理解・判
　断・思考・計算)が進み、お店で夕食の献立を
　考えながらの買い物ができない。さらに進む
　といつもの店なのに勝手が分からなくなる。

まだまだ遅くない →なるべく早くお医者さんへ！

③さらに進行すると
今日の年月日や季節が分からなくなる。また、
「お金を盗られた」と騒いだり、夜中に徘徊する
…などの問題行動を起こす。

薬や介護の仕方によっても落ち着いてくるから
　　→早めに機会をつくってお医者さんへ！

町地域包括支援センターからお知らせ

◎

◎

　高齢者の皆さん、もし、健康状態、介護などで困って
いることがありましたら、遠慮なく地域包括支援セン
ター(℡74-8065)へご相談ください。

(初期の治療が効果的)

　10 月23 日(木)、デューク更家さんのお弟子さん、近藤
知名美さんによる「脱メタボ、秋にきれいになろう」講
座があり、約30人が参加して気持ちよい汗を流しました。
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■■■■■
●13日(木)13:30～15:30
●ふれ愛センターで
◆人権相談(人権擁護委員)
◆行政相談〔国・県・町などへ
　の苦情や要望〕(行政相談員)
■■■■■ 　
●当分、閉室します。連絡は教
育学習課(℡74-2191)へ
■■■■■ ( 保健師)
●毎週金曜日9:00～12:00
●ふれ愛センターで
■■■■■
●毎週月～金曜日9:00～16:00
●片町 はあと館で

◆ 27 日(木)13:30～15:30、南
　部公民館(片町)で
　相談員が求人情報を提供、
また求職の相談を受けます。
くわしくは、日高振興局産業
総務課(℡0738-24-2946)へ。

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身
に相談にのってくれます。ま
た行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる
問題については、地域担当の
民生児童委員さんと一体に
なって活動する主任児童委員
さんもいます。
　近くの民生児童委員さんの
お名前やくわしいことは、保
健福祉課(℡72-2544)へ。

◆休日年金相談窓口開設→
　 毎週土・日(9:30～16:00)
　　ねんきん特別便について
　　のみ相談を受けます。
◆平日は19:00まで年金相談窓
　口受付時間延長
 くわしくは、同事務所(田辺
市朝日ヶ丘 ℡24-0435)へ。

 月～金曜日 午前8:30～午後5:15
  (月曜日は午後7:00まで・祝日は休み)
 第２土曜日 午前9:30～午後4:00

(ＩＰ電話・ＰＨＳからは℡ 03-6700-1165 へ)

■南部保・高城保・清川保、お
ひさま広場(保育所開放)・お外
で自由遊び(10:00～)
■上南部保、キノピー紙芝居
■高城保、キノピー教室
■南部小1年、学年PTA(13:30～)
■上南部小、芸術鑑賞(影絵劇)
■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)

■家庭粗大ごみ＆農機具類の有
料拠点回収(8:00～9:30 岩代集
出荷場駐車場/13:00～14:30 堺
漁港駐車場)
■清川保、避難訓練
■こひつじランドつどいのひろ
ば・ちくちく(10:00～)
■10か月児健診(H19年12月・H20
年1月生まれ)(13:00～･ふれ愛
センター)

■家庭粗大ごみ＆農機具類の有
料拠点回収(8:00～10:00 須賀橋
上流河川敷)
■上南部保、交通安全教室(県
警ひまわり隊来園)
■清川保、食育推進教室
■愛之園保、おじいちゃん・おばあ
ちゃんとのお掃除大作戦(eco孫爺)
■白梅幼、避難訓練(地震想定)
■高城小、百年の森体験学習
■清川中、マラソン大会
■こひつじランドつどいのひろ
ば マタニティサロン(13:30～･
愛之園保)

■上南部保、芋掘り
■愛之園保、交通安全教室(県警
ひまわり隊来園)
■こひつじランド星の子広場(1
～5歳)(10:00～･役場第1庁舎)
■４か月児健診(H20年7月生ま
れ)(13:00～･ふれ愛センター)
■南部小5年、学年PTA(13:30～)
■岩代小、不審者回避訓練
■高城小、いも掘り集会

■家庭粗大ごみ＆農機具類の有
料拠点回収(8:00～9:30 晩稲広
場駐車場/13:00～14:30 共和球
場駐車場)
■南部幼、避難訓練(火災と消防
車見学)
■岩代小、授業参観・学級懇談
会・教育懇談会(13:30～)
■清川小6年、通学合宿(～15日)
■上南部中、NPO教育講演会
■人権・行政相談(13:30～・ふ
れ愛センター)
■県開設 こうのとり相談(15:30
～17:30・田辺保健所)

■南部高校文化祭(この日、校内
で献血があります。時間は9:00
～12:00/13:00～15:00 ご協力を
お願いします)

■こひつじランド星の子広場(0
～1歳)(10:00～･愛之園保)
■岩代小、社会見学
■上南部小、来年度入学予定児
就学前健診(受付13:00～)
■清川小、来年度入学予定児就
学前健診(受付13:15～)
■南部小6年、学年PTA(13:30～)

■愛之園保、総合避難訓練
■上南部小、授業参観・学級懇談
■エコファーマー説明会(19:00
～･生涯学習センター)

■愛之園保、感謝祭の訪問
■高城小1～3年、学習発表会
■南部中、平和学習

■家庭粗大ごみ＆農機具類の有
料拠点回収(8:30～10:30 清川球
場駐車場)
■南部高校文化祭
■南部小3年、学年PTA(13:30～)
■消費生活相談(13:00～16:00・
役場第1庁舎）
■廃食油回収(17:00～17日9:
00・町内各地)
■成人式実行委員会(19:00～・
生涯学習センター)

■南部保年長、お仕事ご苦労様
訪問
■こひつじランドつどいのひろ
ば・きらきら(10:00～・愛之園保)
■三種混合(Ⅰ期初回)予防接種
(H20年4月・5月・6月生まれ)(13:
00～･ふれ愛センター)
■南部幼年長と南部小1年、鹿島
神社でふれあい交流会
■南部小4年、学年PTA(13:30～)
■岩代小1・2年、お年寄りとの
ふれあい活動
■清川小4～6年、郡音楽会出場
■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)

■家庭粗大ごみ＆農機具類の有
料拠点回収(8:00～10:30 役場
第1庁舎駐車場)
■みなべ町商工会青年部創立40
周年記念事業・第2回梅トラク
イズ(8:30～・共和球場)
■芸能まつり・昼の部(12:30開
演) 夜の部(18:30開演)(ふれ愛
センター)
■田辺運転免許センター・日曜
講習日(受講には予約が必要で
す・℡25-2378)

■高城小4～6年、学習発表会
■清川小・中、避難訓練(地震想
定・起震車体験)
■清川中、防災訓練
■こうのとりセミナー(両親教
室)(13:30～･ふれ愛センター)
■県による巡回職業相談(13:30
～･南部公民館)

無 料
秘密厳守( )

■上南部保、おひさま広場(保育
所開放)・お外で自由遊び(10:00
～)
■清川保、ミニ遠足
■こひつじランドつどいのひろ
ば・はいはい＆よちよち(10:00
～・ふれ愛センター)

■こひつじランド星の子広場(1
～5歳)(10:00～･ふれ愛センター)
■県開設 こうのとり相談(14:30
～16:30・田辺保健所)(不妊に悩
んでいる方の相談を専門医師が
お受けします。毎月2回開催。事
前予約必要。予約＆問合は田辺
保健所℡22-1200 内線672へ)

■高城保、避難訓練(地震想定)
■上南部小、校内音楽会(4～6年)

■文化祭・大展覧会(～3日・生
涯学習センター＆南部公民館)
■清川文化展(～3日・清川公民館)
■第3回みなべ町スポーツ大会
(町内各会場)
■音楽とマジックのファミリーコン
サート(12:30～・生涯学習センター)
■ひかり保赤組、親子遠足

■高城保、親子遠足(アドベン
チャーワールド)
■愛之園保、ミニミニ旅行
■熊野古道・万葉ウオーク～有
間皇子を偲んで～(12:40 岩代駅
集合)

■高城保、発表会

■テープ類一斉回収(対象：水曜
日がプラごみ回収地域)
■こひつじランド星の子広場(0
～1歳)(10:00～･愛之園保)
■上南部小、校内マラソン大会
■法テラス和歌山・巡回法律相
談(13:00～・役場第1庁舎)

■高城文化展・菊花展(～3日・
高城公民館)
■愛之園保、おじいちゃん・お
ばあちゃんとおもちつき大会
■南部中野球部保護者会野球大
会(～2日)

■清川保、発表会
■白梅幼、おゆうぎ会
■南部中、文化祭
■高城中、文化祭

■町立図書館ゆめよみ館、特
別開館日
■清川区民運動会

11月は
◆みなべ学び月間
◆麻薬・覚せい剤乱用防止運
動(10/1～11/30)
◆共同募金運動(10/1～12/31)
◆間伐推進強化月間(10/1～11/30)
◆統計調査票提出促進月間
(10/1～12/31)

◆特区、地域再生、規制改革
集中受付月間(10/14～11/13)
◆全国青少年健全育生強調月間
◆下請取引適正化推進月間
◆乳幼児突然死症候群(SIDS)
対策強化月間
◆職業能力開発促進月間
◆児童虐待防止推進月間

◆きのくに学びの日
◆計量記念日
◆自衛隊記念日

◆国有財産の日

◆みなべ学びの日
◆公共建築の日
◆製品安全点検日

◆家族の日

■南部幼PTA、古紙等回収
■町民ハイキング大会(三里峰
へ)
■プララ秋のフリーマーケット
(9:00～・うめ振興館)
■第1回 虹 介護フェア(13:00
～・埴田 介護老人福祉施設 虹)

固定資産税(3期)/国民健康保険税
(普通徴収5期)/介護保険料(普通徴
収5期)/後期高齢者医療保険料(普通
徴収5期)
公共下水道受益者負担金(3期)/水道
料金(9・10月分)・公共下水道使用料
(9・10月分)・農業集落排水使用料(10・
11月分)

◆新規就農啓発強化月間
◆JAS普及推進月間
◆伝統的工芸品月間
◆エコドライブ推進月間
◆快適通勤推進月間
◆公共建築月間
◆教育・文化週間(1日～7日)
◆文化財保護強調週間(1日～7日)

◆全国糖尿病週間(6日～12日)
◆家族の週間(9日～22日)
◆秋季全国火災予防運動(9日～
15日)
◆税を考える週間(11日～17日)
◆女性に対する暴力をなくす運
動(12日～25日)

◆全国一斉「女性の人権ホット
ライン」強化週間(17日～23日)
◆製品安全総点検週間(17日～23日)
◆医療安全推進週間(23日～29日)
◆犯罪被害者週間(25日～12月1日)
◆性の健康週間(25日～12月1日)

■テープ類一斉回収(対象：火曜
日がプラごみ回収地域)
■こひつじランド星の子広場(1
～5歳)(10:00～･役場第1庁舎)
■御坊税務署主催 年末調整説明
会(13:30～･ＪＡみなべいなみ本所)
■こうのとりセミナー(両親教
室)(19:00～･ふれ愛センター)

◆「119番」の日

◆技能の日

◆税関記念日
■南部小、校内音楽会(13:30～)
■上南部中、文化祭
■愛之園保、創立80周年記念・
人形劇団クラルテ公演(13:30～)
■おもしろ科学教室「ガラスの
とんぼ玉をつくろう」(定員20
人・先着順)(申込・問合先 教育
学習課 ℡74-3134)

■南部保、避難訓練(日高広域消
防所員来園)
■上南部保、避難訓練(火災想定)
■南部幼、保育参観
■こひつじランド星の子広場(0
～1歳)(10:00～･ふれ愛センター)
■南部中、校内マラソン大会
■高城中、避難訓練(地震想定・
起震車体験)
■3歳6か月児健診(H17年4/1～
5/20生まれ)(13:00～･ふれ愛セ
ンター)

■家庭粗大ごみ＆農機具類の
有料拠点回収(8:30～10:30 高
城公民館)
■南部小2年、学年PTA(13:30～)
■岩代小、秋の交通安全教室
■高城小、出あい・ふれあい・
学びあい事業

■こひつじランドつどいのひろ
ば・ひまわり(10:00～・愛之園保)
■高城中、校内駅伝大会
■高城小、来年度入学予定児就
学前健診(受付13:00～)
■2歳6か月児歯科健診(H18年4
月・5月生まれ)(13:00～･ふれ愛
センター)

■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)

　
水道料金(9・10月分)/公共下水
道使用料(9・10月分)/農業集落
排水使用料(10・11月分)

＊毎日、＊毎日、＊毎日、＊毎日、＊毎日、夜夜夜夜夜77777 時～時～時～時～時～1111111111時＊時＊時＊時＊時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携 帯 電 話
プッシュ回線

は、弁護
士さんが相続問題、多重債務
問題など民事の法律相談に無
料で応じてくれます。但し、
予約が必要です(先着６人・
１人の相談時間は25分間)。
申込・問合は、法テラス和歌
山(℡050-3383-5457)へ。
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了承をいただいた方だけ
を掲載しています( )

９月末現在(前月比)
男
女
人口
世帯数

９月中の異動
出生
死亡
転入
転出

(－12人）
(－ 6人）
(－18人）
(＋ 1世帯）

  6,964人
  7,580人
 14,544人
4,726世帯

 7人
17人
22人
31人

西 岩 代
東 岩 代
受 領
共 和 東
本 郷
共 和 西
西 本 庄
晩稲熊岡

112/129(86.8%)
144/181(79.6%)
35/ 37(94.6%)
213/260(82.0%)
107/129(82.9%)
40/ 77(51.9%)
202/264(76.5%)
145/364(39.8%)

(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比＋1)
(前月比＋2)
(前月比＋7)

公共下水 927/約1,800(51.5%)(前月比＋13)

農

業

集

落

排

水

(件)(9月30日現在)

■５年生男子　50ｍハードル ①石上勝大(南)②﨑山裕太(上)③森拓也(南)、

100ｍ ①爰川元気(岩)②瀧尻光(高)③西山和希(南)、1000ｍ ①橋本尚樹

(南)②林大記(上)③有本雄紀(岩)、走幅跳 ①爰川元気②瀧尻光③西山和

希、走高跳①大前尋(高)②熊本光樹(南)③阪本謙太(南)、ソフトボール投げ

①小池知弥(高)・辻本翔流(高)②土井敦俊(上)③湯川大志(南)

■５年生女子　50ｍハードル ①小谷歩美(岩)②棒引珠理(南)③柏木麻甫

(高)、100ｍ ①谷英美里(上)②平山里美(清)③内本七海(上)、800ｍ ①

木村美結(南)②山中茜(南)③西端望見(南)、走幅跳 ①柏木麻甫②小谷歩

美③谷英美里、走高跳 ①丸山茜(上)②棒引珠理・田中冴(清)③桂菜々子

(上)、ソフトボール投げ ①森本千琴(上)・山﨑夏美(清)②赤坂梨麻(上)・下

﨑麻加(南)③大谷理沙(岩)・木村美結・西中泉水(南)・米澤未来(高)

■６年生男子　50ｍハードル ①杉本遙平(南)②栗林純(南)③小松颯(南)、

100ｍ ①片岡誉行(上)・樫本竜(高)②大野雅治(清)・山下晃平(清)③原聖

人(清)、1000ｍ ①森坂侑右(岩)②井口滝登(上)③仁木亮介(清)、走幅跳

①棒引翔太(南)②梅本伸矢(南)③舟越彩人(上)、走高跳 ①樫本竜②片岡

誉行③谷村佳伸(上)、ソフトボール投げ ①杉本遙平・樫本竜②小谷直也

(岩)③原田光貴(南)

■６年生女子　50ｍハードル ①小山千晴(上)②西村明衣(南)③松本偲甫

(南)、100ｍ ①尾崎美穂(岩)②丸山由梨乃(岩)・永井麻奈美(高)③汐崎啓

子(岩)・塚越千夏(上)、800ｍ ①中本葵(上)②坂本萌々加(上)③桂有希

(南)、走幅跳 ①米田葉月(岩)②西野夏実(高)③丸山由梨乃、走高跳 ①

小山千晴(上)・松根和(南)②西村明衣③萩野丹音(南)、ソフトボール投げ ①

下村朋美(高)②深瀬貴江(南)・水口真由(岩)・中本葵③山﨑香奈(上)

■学級対抗リレー　5年生優勝 高城小、6年生優勝 上南部小1組

　10月15日(水)、第43回南部郷陸上競技大会が共和球場など
で開催され、町内小学校の5・6年生たちが実力を競い合いま
した。各部門の入賞者は次の通りです。〔(南)は南部小、(岩)は岩
代小、(上)は上南部小、(高)は高城小、(清)は清川小〕

　10月5日(日)、県小学生秋季陸上競技選手権大会が紀三井寺陸上競技

場で開催され、みなべＡＣの子どもたちが出場しました。うち入賞した

子どもたちの成績は次の通りです。

〈男子〉西川斗真＝3年100ｍ3位、爰川元気＝5年100ｍ2位・走幅跳2

位、池端一真＝5・6年共通走高跳2位

〈女子〉棒引珠理＝5・6年共通80ｍハードル6位、森本瑠加＝5・6年生共

通ソフトボール投げ4位、尾崎紀子＝同6位

(敬称略)

(東吉田・鎌田池公園で)

おわびと訂正　1 0 月号、山田前町長の退任あいさつの
　冒頭を「平成十六年( 二○○四) 十月二十四日に新生
　みなべ町長に……」に訂正しておわびします。
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